
2 広報みしま●２０１４．２．１５

２月２３日は、富士山の日。
私たちの住む三島は、富士山からの恵みをたくさん受けています。
その中でも湧水は、三島の生活に欠くことができないものです。

問合せ　広報広聴課（緯９８３－２６２０）

▲現在も残るカワバタの跡
は、湧水が生活の一部で
あったことを伝えています。

富士山の恵み
　　　　　～三島の湧水～

生活
と

湧水

　昭和２３年（１９４８）まで、多くの家庭では生活用水に
川や井戸などの湧水を使用していました。川沿いの家
では、岸辺に張り出したカワバタを備え、風呂の水汲
み・野菜洗い・洗濯などをしました。水辺から離れた
家では、共同のカワバタを利用していました。夏には、
カワバタにフネ（ブリキなどでできた箱）を結び、水
面に浮かべ、「天然の冷蔵庫」として活躍しました。
　大岡昇平は小説『 花影 』の中でも、“富士の白雪が

か え い

解けた水といはれる地下水を豊かにたたえた池があり、
堰から音を立てて流れ出していた。…”と三島の湧水
を表現しています。
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▲昭和２９年に国の天然記
念物および名勝に指定
されています。 
（平成２３年満水時の様子）

▲夏空の下、緑が広がる田
園風景は中郷地区らしい
夏の一場面です。

農業
と 
湧水

楽寿園
と 

湧水

代表的な市内の湧水

葛 菰 池公園
こも

　公園の名前の由来はいくつ
かありますが、一説には菰池
付近は真菰が多く生えた、の
どかな湿地帯だったことから、
この名が付いたといわれてい
ます。　
葛白滝公園

　段差のある溶岩群の割れ目
から湧水が湧き出ている“水
の都”らしさを今に伝える公
園です。夏には溶岩に覆われ
た公園のそこかしこから富士
山の雪解け水が湧き出してい
る様子が見られます。
葛清住緑地

　清水町との間に位置し、湧
水や多様な動植物が生息する
豊かな自然環境が市街地にあ
りながら残っています。地域
住民、NPO 、行政などによ
る協働のパートナーシップの
もと、水辺の整備が進められ
た公園です。

　中郷地区の農業用水として使用される源兵衛川の水
は水温が低く、稲作に適していません。そこで１９５３年
（昭和２８年）、源兵衛川の水を太陽光で温めるための貯
水池として整備されたのが、「中郷温水池」です。現在
では、２１６haに農業用水を供給し、散策路と緑地帯を
配置した散策コースとなっています。
　「濃紺色の富士山を背景に、緑が広がる田んぼ」そん
な三島らしい夏の風景も、富士山がもたらした恵みで
す。

　楽寿園は、明治維新で活躍した小松宮彰仁親王によ
り、明治２３年に造営されたものです。小松宮親王が、
溶岩と湧水群を湛えた小浜山を見て感銘し、別邸を造
営したと伝えられています。
　園内では、小浜池と中の瀬に富士山の伏流水が湧き
出ます。小浜池の面積は約５,０００㎡で、水深２ｍ時の
湛水量は約５万トンにもなり、大量に湧き出るときは、
小浜池の池底の溶岩層に生じている多数の裂溝のすべ
てが湧水口となります。
　楽寿園内を含む富士山水系の伏流水は、富士山東側
の降雨量との関係が顕著で、冬期の富士山上部の積雪
が多いと翌年の夏期に湧水量が多く、小浜池の水位も
高くなります。




